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    化粧品素材や食品成分の応用可能性の探索 
３次元ヒト皮膚モデル、リポソーム製造装置 

技術分野分類  ７１０３：農芸化学・応用生物化学                      

技術キーワード  １１：細胞・細胞培養                      

産 業 分 類  ０９：食料品製造業、１６：化学工業                
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容 

 

概  要 

 

化粧品素材や食品成分の応用可能性の探索についてヒト培養細胞ならびに３

次元ヒト皮膚モデルにおいて、リポソーム化も含めてご協力できます。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

３次元ヒト皮膚モデルは、化粧品素材の研究開発において動物実験の代替とし

て用いられている。また、リポソーム製造装置を用いて、簡便に各種リポソー

ムを調製することができる。 

本技術の 

有用性 

化粧品素材や食品成分の効能探索において、ヒト培養細胞を用いて、各種試験

ができます。また、リポソーム製造装置を用いて、披験物質のリポソーム化に

よる機能向上について試験すること、化粧品素材では動物実験の代替として、

３次元ヒト皮膚モデルを用いることができます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
化粧品素材、機能性食品 
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